
iFreeNEXT ATMX+・iFreeレバレッジ ATMX+

2023年1月のファンド受付中止日について

2023年1月11日

ATMX+ホルダー※1 の皆さま。あけましておめでとうございます。本年もATMX+関連
ファンド※2、また⼤和アセットマネジメントをどうぞよろしくお願いいたします（年初のご
挨拶が遅くなってしまい、申し訳ございません）。

早速ですが、2023年最初のファンドレターはATMX+関連ファンドの受付中止日に関す
るご連絡です。毎年1月中国では、春節(旧正月）のため香港株式市場が休場となります。
そのため、ATMX+関連ファンドも1月18日(1月19日)〜1月25日にかけて受付中止日を設
けています。

（日） （月） （火） （水） （木） （⾦） （土）

1月8日 1月9日 1月10日 1月11日 1月12日 1月13日 1月14日

1月15日 1月16日 1月17日 1月18日 1月19日 1月20日 1月21日

× × ×

× ×

1月22日 1月23日 1月24日 1月25日 1月26日 1月27日 1月28日

× × ×

× × ×

× × ×

1月29日 1月30日 1月31日 2月1日 2月2日 2月3日 2月4日

※上記に記載した受付中⽌日は、当ファンドレター執筆時点のものであり、今後予告なく変更になる場合があります。
※1 ATMX+関連ファンドに投資してくださっている受益者の方々のことを指します。
※2 iFreeNEXT ATMX+とiFreeレバレッジ ATMX+、両ファンドのことを指します。

×

× ×iFreeNEXT ATMX+ 受付中止日 iFreeレバレッジ ATMX+ 受付中止日

香港市場休場日
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購入時・解約時の反映される基準価額のイメージ

ATMX+ホルダーの皆さま、またはATMX+関連ファンドへの投資を考えている皆さまが
気になるのは「ファンドを購入するときの取得時基準価額・解約するときの解約時基準価額、
はいくらになるのか︖」というポイントではないでしょうか︖こちらもいくつかのケースに
分けてまとめましたのでご確認ください。

■ファンド購入時

ファンド申込日
(ファンド購入日)

想定される取得時基準価額(取得時単価)
iFreeNEXT ATMX+ iFreeレバレッジ ATMX+

ケース① 1/17(火） 1/18(水）の基準価額 1/18(水）の基準価額
ケース② 1/18(水） 1/27(⾦）の基準価額 1/19(木）の基準価額
ケース③ 1/19(木）〜25(水） 1/27(⾦）の基準価額 1/27(⾦）の基準価額
ケース④ 1/26(木) 1/27(⾦）の基準価額 1/27(⾦）の基準価額

（日） （月） （火） （水） （木） （⾦） （土）

1月15日 1月16日 1月17日 1月18日 1月19日 1月20日 1月21日

× × ×

× ×

1月22日 1月23日 1月24日 1月25日 1月26日 1月27日 1月28日

× × ×

× × ×

× × ×

×

× ×iFreeNEXT ATMX+ 受付中止日 iFreeレバレッジ ATMX+ 受付中止日

香港市場休場日

※上記に記載した受付中⽌日や取得時基準価額、解約時基準価額は、当ファンドレター執筆時点のものであり、今後予告なく変更になる場合があります。

■ファンド解約時

ファンド申込日
(ファンド解約日)

想定される解約時基準価額(解約時単価)
iFreeNEXT ATMX+ iFreeレバレッジ ATMX+

ケース① 1/17(火） 1/18(水）の基準価額 1/18(水）の基準価額
ケース② 1/18(水） 1/27(⾦）の基準価額 1/19(木）の基準価額
ケース③ 1/19(木）〜25(水） 1/27(⾦）の基準価額 1/27(⾦）の基準価額
ケース④ 1/26(木) 1/27(⾦）の基準価額 1/27(⾦）の基準価額
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iFreeNEXT ATMX+ 申込受付中止日要件

① 香港証券取引所の休業日

② ①のほか、⼀部解約⾦の⽀払い等に⽀障を来すおそれがあるとして委託会社が定める日

iFreeレバレッジ ATMX+ 申込受付中止日要件

① 香港証券取引所の休業日

② 「委託会社の休業日でありかつ香港証券取引所の休業日でない日」の前営業日

③ ①②のほか、⼀部解約⾦の⽀払い等に⽀障を来すおそれがあるとして委託会社が定める
日

iFreeNEXT ATMX+ iFreeレバレッジ ATMX+

1/17(火）

1/18(水） 交付目論⾒書要件②のため

1/19(木） 交付目論⾒書要件②のため 交付目論⾒書要件③のため

1/20(⾦） 交付目論⾒書要件②のため 交付目論⾒書要件③のため

1/21(土） 休日のため(当社営業日でないため) 休日のため(当社営業日でないため)

1/22(日） 休日のため(当社営業日でないため) 休日のため(当社営業日でないため)

1/23(月） 交付目論⾒書要件①のため 交付目論⾒書要件①のため

1/24(火） 交付目論⾒書要件①のため 交付目論⾒書要件①のため

1/25(水） 交付目論⾒書要件①のため 交付目論⾒書要件①のため

1/26(木）

受付中止日を設定した理由

当社ではATMX+関連ファンドについて、以下のような要件で申込受付中止日を設けてい
ます。以下の内容は、該当ファンドの交付目論⾒書でも確認できます。そしてATMX+関連
ファンドでは、これら要件に照らし合わせて、1/18(1/19）〜1/25の春節に係る日を受
付中止日と定めました。

上記要件の中で「⼀部解約⾦の⽀払い等に⽀障を来すおそれがあるとして委託会社が定め
る日」の内容について気になる方がいらっしゃるかもしれません。しかしこちらの内容は少
し複雑な内容となっており、今回のファンドレターの趣旨から脱線してしまうので、今回は
その詳細について割愛させていただきます。

※上記に記載した受付中⽌日は、当ファンドレター執筆時点のものであり、今後予告なく変更になる場合があります。
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また中には「1/18（水）はなぜ、iFreeNEXT ATMX+では受付中止日なのに、iFreeレ
バレッジ ATMX+では受付しているのか︖」と思われた方もいらっしゃるかもしれません。
こちらも複雑な内容になるので詳細については割愛しますが、簡単に申し上げるとそれぞれ
のファンドの①投資対象資産②申込締切時間、これら2つの違いによるものです。

※上記に記載した受付中⽌日は、当ファンドレター執筆時点のものであり、今後予告なく変更になる場合があります。
※1 販売会社所定の事務⼿続きが完了したもの

iFreeNEXT ATMX+ iFreeレバレッジ ATMX+
①投資対象資産 外国株式・先物 外国債券（仕組債）
②申込締切時間 午後3時まで※1 午後1時まで※1

仕組債については、ATMX+関連ファンドに関するファンドレターではありませんが、こ
ちらのファンドレターでも解説していますので、併せてご確認ください。

https://www.daiwa-am.co.jp/fundletter/20211117_03.pdf

最後に

ATMX+関連ファンドを含め、当社ファンドの受付中止日は以下リンクからも確認するこ
とができます。また、受付中止日に加え、ATMX+指数に組み込まれている企業の決算予定
日や中国の経済指標発表日などを、ATMX+ Dashboard内のイベントカレンダーに記載し
ています。こちらも併せてご利⽤ください。

■当社ファンドのファンド受付中止日⼀覧

https://www.daiwa-am.co.jp/funds/schedule/holiday/index.html

■ATMX+ Dashboard

https://www.daiwa-am.co.jp/special/atmx-dashboard/index.html

■過去ファンドレター︓ATMX+ イベントカレンダーのご紹介

https://www.daiwa-am.co.jp/fundletter/20220128_03.pdf

重ね重ねではございますが、2023年もATMX+関連ファンド、また⼤和アセットマネジ
メントをどうぞよろしくお願いいたします。
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ファンドの目的・特色

iFreeNEXT ATMX+
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投資リスク

ファンドの費⽤

 
当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証

されているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰
属します。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 
 

「株価の変動（価格変動リスク･信用リスク）」、「集中投資のリスク」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、
「その他（解約申込みに伴うリスク等）」 
※新興国には先進国とは異なる新興国市場のリスクなどがあります。 
※基準価額の動きが指数と完全に一致するものではありません。 
※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 
 

 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことがで
きません。 

※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。また、上場投
資信託証券および上場投資証券は市場価格により取引され、連動債券と併せ、その組入状況により費用が変動す
ることなどから、費用を表示することができません。 

※ 信託財産の資金管理を円滑に行なうために大口の換金申込みには制限があります。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 

 

投資者が直接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

※徴収している販売会社は 
ありません。 

 
— 

信 託 財 産 留 保 額 ありません。 — 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 0.781％ 
（税抜 0.71％） 

運用管理費用の総額は、日々の信託財産の純資産総額に
対して左記の率を乗じて得た額とします。 

そ の 他 の 費 用 ・ 
手 数 料 

（注） 
監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・
オプション取引等に要する費用、資産を外国で保管する
場合の費用等を信託財産でご負担いただきます。 

iFreeNEXT ATMX+
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ファンドの目的・特色

iFreeレバレッジ ATMX+
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iFreeレバレッジ ATMX+
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投資リスク
 
当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証

されているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰
属します。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 
 

「価格変動リスク･信用リスク（株価の変動、公社債の価格変動）」、「株価指数先物取引の利用に伴うリスク」、「連動
債券への投資に伴うリスク」、「連動対象の指数に関するリスク」、「集中投資のリスク」、「為替変動リスク」、「カント
リー・リスク」、「その他（解約申込みに伴うリスク等、連動債券の流動性に関するリスク）」 
 
※新興国には先進国とは異なる新興国市場のリスクなどがあります。 
※一般に、対象指数が上昇・下落をしながら動いた場合には、基準価額は押下げられることになります。 
※レバレッジ運用を行なう先物取引や連動債券への投資においては、一般に借入金利に相当する負担があります。そ

のため、長期に保有する場合、金利負担が累積されます。 
※為替変動リスクの低減を図ります。ただし、為替変動リスクを完全に排除できるものではありません。為替ヘッジ

を行なう際、日本円の金利が組入資産の通貨の金利より低いときには、金利差相当分がコストとなり、需給要因等
によっては、さらにコストが拡大することもあります。 

※レバレッジ倍率に比した高リスク商品であり、初心者向けの商品ではありません。 
※長期に保有する場合、対象資産の値動きに比べて基準価額が大幅に値下がりすることがあるため、そのことについ

てご理解いただける方に適しています。 
※ファンド保有期間が 2 日以上の場合の投資成果は、通常「2 倍程度」になるわけではありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

 

iFreeレバレッジ ATMX+
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ファンドの費⽤
 

（注）当ファンドおよび連動債券における「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、
事前に料率、上限額等を示すことができません。 

※ 購入時手数料について、くわしくは販売会社にお問合わせください。 
※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。また、上場投資信

託証券および上場投資証券は市場価格により取引されており、費用を表示することができません。 
※ 信託財産の資金管理を円滑に行なうために大口の換金申込みには制限があります。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 

投資者が直接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

〈上限〉2.2％（税抜 2.0％） 

購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の
提供、取引執行等の対価です。 

信 託 財 産 留 保 額 ありません。 — 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 1.034％ 
（税抜 0.94％） 

運用管理費用の総額は、日々の信託財産の純資産総額
に対して左記の率を乗じて得た額とします。 

投 資 対 象 と す る 
連 動 債 券 

年率 0.19％程度 連動債券にかかる費用等です。 

実質的に負担する 
運 用 管 理 費 用 の 
概 算 値 

年率 1. 224％（税込）程度 
（連動債券にかかる費用等を含めたものです。実際の組入状況等により変動します。） 

そ の 他 の 費 用 ・ 
手 数 料 

（注） 

監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取
引・オプション取引・スワップ取引等に要する費用、資
産を外国で保管する場合の費用等を信託財産でご負担
いただきます。 

iFreeレバレッジ ATMX+
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基準価額の値動きについて
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

iFreeレバレッジ ATMX+
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iFreeレバレッジ ATMX+
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URL https://www.daiwa-am.co.jp/   お問合わせ 0120-106212 (受付時間 9:00〜17:00)

当資料のお取扱いにおけるご注意
当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和アセットマネジメント株式会
社が作成したものです。
当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書(交付目論⾒書）」
の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。
投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は大きく変動します。したがって、
投資元本が保証されているものではありません。信託財産に⽣じた利益および損失はすべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯⾦とは異なります。
投資信託は預⾦や保険契約とは異なり、預⾦保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま
せん。証券会社以外でご購⼊いただいた投資信託は投資者保護基⾦の対象ではありません。
当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するも
のではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するもの
ではありません。記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他⼀切の権利はその発⾏者および許
諾者に帰属します。また、税⾦、⼿数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投
資成果を示すものではありません。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更されること
があります。記載する投資判断は現時点のものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものでは
ありません。
当資料中で個別企業名が記載されている場合、あくまでも参考のために掲載したものであり、各企業
の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み⼊れることを、示唆・保証する
ものではありません。
分配⾦は収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ⼀定の額の分配をお約束するも
のではありません。分配⾦が⽀払われない場合もあります。
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取扱い販売会社

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
日本投資
顧問業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者
株式会社SBI証券)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者
マネックス証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

PayPay銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長(登金)第624号 ○ ○

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第5号 ○ ○ ○

auカブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第61号 ○ ○ ○ ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第165号 ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
日本投資
顧問業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者
株式会社SBI証券)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

iFreeレバレッジ ATMX+

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

2023年1月11日　現在

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

iFreeNEXT ATMX+

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。 14/14




